
131地域における交通環境改善の先導的事例を全国に拡大

◇環境的に持続可能な交通の実現を目指す先導的な地域を募集し、関係省庁、関係部局の連携により集中的に支援

◇モデル事業には、環境目標の設定・検証、取組効果の持続性の確保を求め、環境の観点から施策の効果を確保

◇自治体、地元経済界、交通事業者、道路管理者、警察関係者、ＮＰＯ等、地元の幅広い関係者が参加して事業を推進

環境改善目標の設定（CO2排出削減量等） 取組主体（事業者等）の継続的・自立的取組の確保

バスの活性化

ＬＲＴの整備・
鉄道の活性
化等

道路整備等

環 境 の 改 善

サービス改善
ＬＲＴプロジェクト
の推進

交差点改良等

違法駐車対策
の推進

公共交通機関の利用促進 自動車交通流の円滑化 歩行者・自転車対策

ICカードの導入
ﾊﾞｽﾛｹｰｼｮﾝｼｽﾃ
ﾑ

オムニバスタウン

ＰＴＰＳ

地域の合意に
基づくﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ
ﾓｰﾙの導入

路上工事の縮減

バス専用・優先
レーン

低公害車の導入

低公害車等
の導入

CNGバスの導入
促進

関連の基盤
整備等

歩道、自転車道、
駐輪場等の整備

交通規制等

バス停改善

通勤交通
マネジメント従業員のマイ
カー通勤の自
粛等

パークアンド
ライド

低公害車両の
優遇ノンステップバス

共通ICカード

モデル事業のメニュー例

普及啓発
活動

広報活動の実
施

普及啓発

シンポジウム、
イベントの実
施等

交通結節点整
備

ボトルネック踏
切の解消

LRTプロジェクトの推進 ﾊﾞｽﾛｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ バス専用・優先レーン 歩道、自転車道の整備 CNGバス等の低公害車の導入

環境的に持続可能な交通（ＥＳＴ）の実現

②美しく環境に配慮した都市づくり（その７）

第２回特別部会国土交通省提出資料
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全国平均より上昇が顕著

 過去100年に、地球全体の平均気温が約0.74℃上昇しているのに対し、日本の
大都市においては平均気温が概ね2～3 ℃上昇しています。

 地球の温暖化の傾向に比べて、ヒートアイランド現象の進行傾向は顕著です。

－ヒートアイランド現象－

日本の大都市の平均気温（気象庁統計情報より）

4.5 1.2 2.1 2.4 2.7 1907年福岡
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4.1 0.9 1.0 3.3 2.4 1907年札幌

（年平均）（年平均）８月１月年

日最低気温日最高気温平均気温

100年当たりの上昇量（℃／100年）

使用データ
開始年

地点

4.5 1.2 2.1 2.4 2.7 1907年福岡

4.0 0.7 2.4 2.6 2.6 1907年京都

2.7 0.9 1.5 2.0 1.8 1907年名古屋

4.1 1.7 2.0 4.1 3.0 1907年東京

3.1 0.7 0.3 3.1 2.2 1927年仙台

4.1 0.9 1.0 3.3 2.4 1907年札幌

（年平均）（年平均）８月１月年

日最低気温日最高気温平均気温

100年当たりの上昇量（℃／100年）

使用データ
開始年

地点

千葉県

茨城県

埼玉県

神奈川県

東京都

群馬県
栃木県

山梨県

静岡県

山中

大月

辻堂

横浜

牛久

千葉

佐倉
船橋

東京府中

練馬

青梅
所沢

越谷

鳩山秩父

久喜

熊谷

寄居神流

館林

小山佐野

土浦

下妻

下館

古河

小川

蓮田

御殿場

海老名

木更津

我孫子

新木場

八王子

小河内

伊勢崎

竜ケ崎

つくば

東松山

さいたま

海ほたる

板東市猿島庁舎

0時間

400時間

関東における３０℃以上時間数累計（２００５年）

（出典：環境省）

東京と全国の気温（１０年移動年平均）の推移比較（気象庁統計情報より）

※１０年移動平均とは基準年を含めて過去１０年以前の平均値をとったもの

②美しく環境に配慮した都市づくり（その８）
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都市の
ヒートアイラン

ド
現象の解消

東京等での関
連

施策の集中実
施

ヒートアイランド現象の緩和に向け、平成16年3月にヒートアイランド対策関係府省庁連絡会
において、「ヒートアイランド対策大綱」を策定。同大綱に基づき観測・監視、調査・研究から、
まちづくりや緑地整備
等の具体的事業、税制等の誘導措置など各種対策を総合的に実施

国土交通省の国土交通省のヒートアイランドヒートアイランド対策対策

広域的な水と緑のネットワークの
形成

都市形態の改善

既存緑地の保全

緑豊かな水辺の創出

公園による緑の創出

緑豊かな道路空間の形成

ﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ予測ﾓﾃﾞﾙの作
成

観測・調査研究
の推進

国土交通省環境行動計画モデル
事業として施策を集中的に実施

道路に緑を増やし、厳しい暑
さから歩行者を守る舗装を
敷設

散水

遮
音
壁
緑
化

保水性舗装

地表面被覆
の改善

保水性舗装

屋上緑化
等

人工排熱の低減

エコまちネットワーク整備事業

②美しく環境に配慮した都市づくり（その９）

第２回特別部会
国土交通省提出資料
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土壌環境基準項目追加
(H6.2.21  VOC等15項目)
(H13.3.28 ふっ素、ほう素）

土壌環境基準設定 H3.8.23

土壌汚染対策法施行 H15.2.15

調
査
事
例
件
数

非超過
事例件数

超過
事例件数

(注) 土壌汚染対策法適用以外を含む

今後、土壌汚染の存在あるいはその懸念から土地の利活用が進まない、
いわゆるブラウンフィールド問題が社会情勢によって深刻化する可能性が
あり、土壌汚染地再生による良好な都市環境の創造のための取組が必要

我が国での土壌汚染判明事例数は年々増加している

②美しく環境に配慮した都市づくり（その１０）

土壌汚染地再生による良好な都市間環境の創造
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健全な水循環の回復等による
豊かな水辺づくり

③豊かな水辺づくり（その１）

歴史的町並みと川が一体となった
魅力ある水辺環境の例

水質の改善により、美しい水環境を
取り戻し、観光の名所となった例

地域の自然・歴史・文化を
活かした水辺づくり

下水道処理

水利用

水処理

生活排水対策

下水処理場

降
水

貯水・
浸透

河川・湖
沼へ流
入

蒸
発

水量・水質の保全
汚濁負荷の削減

浸透施設
の設置

内湾・
外洋等
へ流入

沿岸生態系の健全化

森林・里山の保全
非特定
汚染源対
策

水利用

水処理

地下水汲み上
げの適正化

滞
留

湧水の保全

開削されて
直線化され
た区間

旧川箇所

現在の流路

蛇行河川に復
元（イメージ）自然再生事業により蛇行河

川を復元する例

生物の生息・生育・繁殖
環境等を保全・創出する
多自然川づくりの例
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21世紀は「水の世紀」。豊かな水循環の回復により「美しい水辺の国づくり」を進めるとと
もに、世界における深刻な水問題の解決に向けた国際的イニシアティブを推進する。

○豊かな水環境がもたらす恵みの喪失

• 水利用、都市化等に伴う河川流量の減少や
湧水の枯渇
•人と水とのふれあいの場の減少・劣化、水に
より育まれてきた文化の喪失
•湖沼、内湾等の閉鎖性水域における環境基
準達成率の低迷
•水生生物の生育・生息環境の悪化

○地球温暖化とも密接に関係する世界の水
問題

• 21世紀は「水の世紀」と言われ、水の問題は、
国際的な課題
•開発途上国を中心に水不足が深刻化。地球
温暖化の影響によりさらに危機的状況へ
•また、世界では約11億人の人が安全な飲料
水を飲めないなど、水質汚濁も深刻な状況

［ 現状と問題点 ］ ［ 今後の施策の方向と課題 ］

• 「アジア・太平洋水サミット」（今秋別府で開催）
や「水と持続可能な開発に関する国際博覧会」
（来年スペインで開催予定）の場などを通じて、
日本の経験や技術・ノウハウを発信
•日本独自で開発された生活排水処理システムと
しての合併処理浄化槽の国際展開
•深刻な水質汚濁が生じている中国を含むアジア
における二国間・多国間協力を推進

・水質、水量、人と水とのふれあいの場、水生生
物の生育・生息環境などを視野に入れた豊かな
水循環の回復
•湖沼における湖辺の植生、水生生物の保全等
湖辺環境の保全（水辺エコトーンの再生）
•陸域と連携した取組、干潟・藻場等の保全・再
生による豊穣の海の再生

水環境の恩恵の享受と継承

世界の水問題解決のためのイニシアティブ

③豊かな水辺づくり（その２）

第２回特別部会環境省提出資料
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水辺再生

水質改善

高度処理

再生水

下水道へ

雨水活用

雨水貯留・活用

雨水浸透

再生水の活用

農業用水

雑用水 下水処理場

平成16年版日本の水資源に国土交通省下水道部が加筆

水辺再生

水質改善

高度処理

再生水

下水道へ

雨水活用

雨水貯留・活用

雨水浸透

再生水の活用

農業用水

雑用水 下水処理場

平成16年版日本の水資源に国土交通省下水道部が加筆

・河川水量の減少、水辺空間の喪失
・閉鎖性水域の水質悪化
・都市型水害の頻発
・陸域水面の減少
・海岸線の後退
・山林の荒廃 等

○東京都の水面面積

干上がった河川 海岸線の後退

閉鎖性水域の
富栄養化

水や土砂、生態系に加え、栄養塩類等も含む多様な循環系の再構築
をエネルギー利用の効率化も考慮して推進します。

「国土の質を回復する」総合的取組

○持続可能な流域管理手法の方針策定

○モデル地域における「健全な循環システム計画」の策定

○関係機関との連携による総合的な計画の実施支援

○都市域の水・物質循環関係構築に向けた取組みの推進

○総合的な土砂管理に関する取組みの推進

○循環の阻害による弊害の現状

現状の課題

(左：1908年 右：1980年）

都市型水害
の発生

水・物質循環システム健全化プログラム

③豊かな水辺づくり（その３）

第２回特別部会国土交通省提出資料
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藻場・干潟等自然環境の保全・再生・創出

過去に劣化・喪失してきた自然環境を少しでも取り戻し、良好な水環境を創出するため、港湾整備によ
り発生した浚渫土砂を有効活用し、覆砂、藻場・干潟等を再生・創出する自然再生事業を実施している。

過去に劣化・喪失してきた自然環境を少しでも取り戻し、良好な水環境を創出するため、港湾整備によ
り発生した浚渫土砂を有効活用し、覆砂、藻場・干潟等を再生・創出する自然再生事業を実施している。

○干潟等の機能

・ アサリ等の貝類をはじめとして魚類・鳥類・水生植物
等の多様な生物が生息
・ 潮の干満に伴い、海水が砂泥層で濾過される等、高
い水質浄化機能を有している
・ 潮干狩りやバードウォッチング等、親水空間を提供

覆砂・干潟造成による効果の例

覆砂前

汚泥

覆砂前

汚泥

覆砂後

汚泥

覆砂後

汚泥

汚泥への覆砂による水質改善

干潟等の造成による
生態系等の再生

大阪港

三河湾尾道糸崎港

広域的な浚渫土砂の有効活用を図ることで、これらの取組を一層推進広域的な浚渫土砂の有効活用を図ることで、これらの取組を一層推進

②豊かな水辺づくり（その４） 第２回特別部会
国土交通省提出資料
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自然と共生する社会の実現に向けた河川・海岸における取組み自然と共生する社会の実現に向けた河川・海岸における取組み

多自然川づくり・自然再生事業の推進による良好な河川環境の形成に向け
た取組み

＜施工後（約2年）＞
瀬や淵が形成され、水際
のよどみや植物の落とす
影が魚たちの生息場と
なっている。

＜施工前＞

両岸ともコンクリート護岸
で固められ、水辺の生物

の生息場がほとんどない。

貫川（福岡県）の多自然川づくりの例
松浦川（佐賀県）の自然再生事業の例

「河川の氾濫原的湿地を再生」「人と生
物のふれあいの再生」を目標として、地
盤の掘り下げ、シードバンク手法による
植生復元などを実施。

昔あった豊かな生態
系を育む湿地環境の
回復

平成１６年９月現在松浦川

河川環境の保全を目的とし、流域の視点から、人為的に制約を受けた「川のシステム」を元に戻す（＝再自然
化する）河川事業。また、極力人間の手を入れず、自然の復元力を活かして実施。平成１８年１０月に「多自然川づくり基本方針」を策定。今後は「多

自然川づくり」をすべての川づくりの基本とし、川づくりのあらゆる
プロセスを通じて「多自然川づくり」を実現していく。

多自然川づくり 自然再生事業

釧路川（北海道）の自然再生事業の例

開削されて
直線化され
た区間６

旧川箇所

現在の流路

蛇行河川に
復元自然再生の取り組み

の一つとして、釧路
川の茅沼地区におい
て蛇行河川の復元を
計画している。

○○川

河川と流域との落
差解消の取組み

河川と農業水路の落
差解消のため、階段
式魚道等を整備

エコロジカルネットワークの推進

河川の上下流方向及び河川と流域との連続性を確保
するための魚道整備、段差解消等を実施

よどみ域

ワンド形成

魚道

魚道整備等による魚の遡上・
生息環境改善に向けた取組み

 

他事業との 

連携等 

支援ネットワーク

構築と人材の育成 

自然共生型海岸づくり 
（各々の環境特性に応じた 
多様な生物への配慮） 

海岸の環境特性に応じた海岸づくり 

役割分担 合意形成 

情報の蓄積・解析と情報公開 

アダプティブ・ 

マネジメント 

 

他事業との 

連携等 

支援ネットワーク

構築と人材の育成 

自然共生型海岸づくり 
（各々の環境特性に応じた 
多様な生物への配慮） 

海岸の環境特性に応じた海岸づくり 

役割分担 合意形成 

情報の蓄積・解析と情報公開 

アダプティブ・ 

マネジメント 

ＮＰＯ等によるモニタリング

現地調査を含めてワークショップ
を開催

子供たちとアカウミガメの
ふ化調査を実施アカウミガメの上陸

ＮＰＯ等によるモニタリング

現地調査を含めてワークショップ
を開催

子供たちとアカウミガメの
ふ化調査を実施アカウミガメの上陸

防護・環境・利用の調和した海岸づくりの推進

ブッシュ
(低木・自然植生等）

河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮らしや歴史・文化との調和にも配慮し、河川が本来有している
生物の生息・生育・繁殖環境及び多様な河川景観を保全・創出する多自然川づくり等を推進。

②豊かな水辺づくり（その５） 第２回特別部会
国土交通省提出資料
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河川水の導水ダムによる水量確保

河川・湖沼の浚渫

透水性舗装

公園緑地の保存

雨水の貯留浸透

下水道の整備

下水の高度処理水の利用

下水処理水の利用

河川水の浄化

合流式下水道の改善

水環境の悪化が著しい河川、都市下水路、湖沼、ダム貯水池等において、水質の
改善、水量の確保を図るため、河川管理者、下水道管理者、地元自治体及び関係
者が一体となって「水環境改善緊急行動計画」を策定、水環境改善施策を総合的
かつ重点的に推進（清流ルネッサンスⅡ）。

●河川浄化事業
●流水保全水路
●ダム貯水池水質保全
●その他

●河川浄化事業
●流水保全水路
●ダム貯水池水質保全
●その他

●公共下水道事業
●流域下水道事業
●都市下水路事業
●水質改善下水道事業
●都市水環境整備下水道事業

●公共下水道事業
●流域下水道事業
●都市下水路事業
●水質改善下水道事業
●都市水環境整備下水道事業

●水路などの水質浄化事業
●合併処理浄化槽の設置
●農業集落排水事業
●畜産排水対策
●雨水浸透施設の設置
●美化清掃活動
●排水規制
●その他

●水路などの水質浄化事業
●合併処理浄化槽の設置
●農業集落排水事業
●畜産排水対策
●雨水浸透施設の設置
●美化清掃活動
●排水規制
●その他

清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
Ⅱ

清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
Ⅱ

河川事業河川事業

下水道事業下水道事業

市町村や
地域住民
などの取り
組み

市町村や
地域住民
などの取り
組み

●河川浄化事業
●流水保全水路
●ダム貯水池水質保全
●その他

●河川浄化事業
●流水保全水路
●ダム貯水池水質保全
●その他

●公共下水道事業
●流域下水道事業
●都市下水路事業
●水質改善下水道事業
●都市水環境整備下水道事業

●公共下水道事業
●流域下水道事業
●都市下水路事業
●水質改善下水道事業
●都市水環境整備下水道事業

●水路などの水質浄化事業
●合併処理浄化槽の設置
●農業集落排水事業
●畜産排水対策
●雨水浸透施設の設置
●美化清掃活動
●排水規制
●その他

●水路などの水質浄化事業
●合併処理浄化槽の設置
●農業集落排水事業
●畜産排水対策
●雨水浸透施設の設置
●美化清掃活動
●排水規制
●その他

清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
Ⅱ

清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
Ⅱ

河川事業河川事業

下水道事業下水道事業

市町村や
地域住民
などの取り
組み

市町村や
地域住民
などの取り
組み

○美しい水環境をとりもどし地域の自然・歴史・文化を活かした川づくり
を地域と連携して実施することにより、良好な水辺空間をつくり出す。

○景観に配慮した河川・渓流・海岸景観の形成を推進する。

水質の改善により、美しい水環境を取り戻し、観光の名所に。

松江堀川（島根県松江市）
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千人

宍道湖からの導水、
底泥浚渫、周辺地
域の下水道の整
備等により水質が
改善、堀川遊覧船
も就航を開始し、
新たな観光名所と
して、入り込み観
光客数も増大。

歴史的町並みと川が一体となった魅力ある水辺環境に。

 

歴史・文化的要素を
活かした河川

自然の石や地形を
利用した砂防施設

砂浜端部に滑らかな収束
感を与える突堤

景観ガイドラインを踏まえた
良好な水辺空間の整備促進

○巡視（パトロール）、ＣＣＴＶ等

による監視

○警告・啓発看板等の設置

○愛護モニター制度やアドプト制

度を活用した監視や啓発 等

河川・海岸美化の推進

浄化用水の導入や川底の浚渫事業、下
水道の整備により水環境改善に努めて
いる勢田川は石段の残る商家や蔵が昔
ながらの姿を今に残している伊勢の町並
みと一体となって良好な空間を形成。

水と緑あふれるまちづくり

勢田川（三重県伊勢市）

浄化用水の導入
による水質浄化

綾瀬川（埼玉県）

勢田川（三重県）

不老川（埼玉県）

底泥浚渫による
水質浄化対策

下水処理水の上流還元に
よる水質改善・水量回復

雨水貯留浸透の推進等

②豊かな水辺づくり（その６）
第２回特別部会
国土交通省提出資料


